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令 和 8 年 度 茨 城 県 企 業 局 主 任 （ 監 理 ） 技 術 者 表 彰
～ 建 設 業 の 健 全 な 振 興 発 展 に 大 き な 貢 献 ～

　 令 和 8 年 度 茨 城 県 企 業 局 主 任 （ 監 理 ） 技 術 者 表 彰 を 受 賞 さ れ ま し た 皆 様 、 心 か ら お 祝 い を 申 し 上 げ ま す 。

　 今 年 度 の 技 術 者 表 彰 は 、 令 和 7 年 度 に 完 成 し た 表 彰 対 象 工 事 1 5 4 件 の う ち 、 優 れ た 技 術 力 を 発 揮 し 、 他 の 模 範

と な る よ う な 出 来 映 え や 品 質 で 現 場 工 事 を 完 成 さ せ た 、 技 術 者 7 名 を 選 定 し ま し た 。

　 私 ど も 企 業 局 は 、 公 営 企 業 と し て 、 水 道 用 水 供 給 事 業 、 工 業 用 水 道 事 業 の 他 、 地 域 振 興 事 業 と し て 工 業 団 地

の 造 成 を 行 い 地 域 の 発 展 に 努 め て お り ま す 。 ま た 、 今 後 の 人 口 減 少 社 会 に お い て も 、 安 定 的 に 水 道 の 供 給 体 制

が 確 保 さ れ る よ う 、 2 8 市 町 村 等 と 経 営 の 一 体 化 に 関 す る 基 本 協 定 を 締 結 し 、 水 道 事 業 の 広 域 化 に 向 け た 取 組 を

進 め る と と も に 、 頻 発 化 す る 自 然 災 害 に 対 応 す る た め 水 道 管 や 浄 水 場 な ど の 耐 震 化 や 老 朽 化 対 策 な ど の 施 設 強

靭 化 も 計 画 的 か つ 効 率 的 に 進 め て い る と こ ろ で あ り ま す 。

　 さ ら に 、 建 設 業 界 が 取 り 組 ん で い る Ｄ Ｘ 技 術 を 活 用 し た 生 産 性 の 向 上 や 業 務 の 効 率 化 、 担 い 手 の 確 保  ・  育 成

な ど を 皆 様 方 と と も に 取 り 組 ん で ま い り ま す の で 、 引 き 続 き ご 協 力 を お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

　 最 後 に 受 賞 さ れ た 皆 様 に お か れ ま し て は 、 そ の 卓 越 し た 技 術 力 を 活 か し 、 後 進 の 指 導  ・  育 成 に 積 極 的 に 取 り

組 ま れ る こ と を 期 待 い た し ま す と と も に 、 本 県 の 建 設 業 界 発 展 の た め 益 々 ご 活 躍 さ れ ま す こ と を ご 祈 念 申 し 上

げ ま す 。

ご あ い さ つ
県 企 業 局

企 業 局 長 　 林 　 　 利 家

茨 城 県 企 業 局 ・ 水 道 事 務 所  成 績 優 秀 な 県 内 を 代 表 す る 技 術 者 紹 介 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

■ 企 業 局 長 表 彰

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 　 阪 　 口 　 真 　 紀

［ 工 事 名 ］ 鹿 行 広 域 水 道 用 水 供 給 事 業 送 水 管 布 設 （ 耐 震 化 ） 工 事 （ 1 工 区 ）

〒 3 1 4 － 0 0 1 2 　 茨 城 県 鹿 嶋 市 平 井  1 3 5 0  番 地

T E L 0 2 9 9 － 8 2 － 8 6 3 6 　 F A X 0 2 9 9 － 8 3 － 3 3 3 4

htt p s ： / / w w w. s a n k o k k. c o.j p /

代 表 取 締 役  阪 　 口 　 樹 　 利

水 戸 本 店

〒 3 1 0- 0 8 4 2 　 茨 城 県 水 戸 市 け や き 台 3 丁 目 6 2- 1

電 話 : 0 2 9- 2 3 9- 3 8 8 3㈹ 　 F A X: 0 2 9- 2 3 9- 3 8 8 1

■ 企 業 局 長 表 彰 （ D X  技 術 者 賞 ）

受 賞 者 ： 現 場 代 理 人 兼 監 理 技 術 者 　 坪 　 来 　 新 　 一

［ 工 事 名 ］ 県 中 央 広 域 水 道 用 水 供 給 事 業 送 水 管 布 設 （ 改 築 ） 工 事 （ そ の 1 ）

取 締 役 会 長  石 　 津 　 健 　 光
代 表 取 締 役  石 　 津 　 弘 　 敏

〒 3 1 4 － 0 1 3 4 　 茨 城 県 神 栖 市 賀  2 1 0 8  番 地  8

T E L 0 2 9 9 － 9 2 － 3 8 7 5 　 F A X 0 2 9 9 － 9 2 － 5 5 0 5

■ 企 業 局 長 表 彰 （ D X  技 術 者 賞 ）

受 賞 者 ： 現 場 代 理 人 兼 監 理 技 術 者 　 菅 　 野 　 和 　 史

［ 工 事 名 ］ 鹿 島 工 業 用 水 道 事 業 配 水 管 布 設 （ 耐 震 化 ） 工 事 （ 1 工 区 ）

〒 3 0 0 － 1 1 5 8 　 茨 城 県 稲 敷 郡 阿 見 町 住 吉  2  丁 目  3  番 地  1 9

T E L 0 2 9 － 8 4 2 － 8 1 3 4

F A X 0 2 9 － 8 4 1 － 4 5 8 1

代 表 取 締 役  秋 　 葉 　 文 　 博

樋 口 土 木 株 式 会 社
特 定 建 設 業

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 　 髙 　 木 　 健 　 二

［ 工 事 名 ］

■ 県 南 水 道 事 務 所 長 表 彰

県 南 西 広 域 水 道 用 水 供 給 事 業 導 水 管 布 設 工 事 （ 2 工 区 ）

代 表 取 締 役  鶴 　 田 　 哲 　 男

〒 3 1 1 － 0 1 0 5 　 茨 城 県 那 珂 市 菅 谷  4 4 5 8 － 7 3

T E L 　 0 2 9 － 2 9 8 － 1 1 3 5

F A X 　 0 2 9 － 2 9 8 － 1 1 5 3

鶴 田 組株 式 会 社

■ 県 中 央 水 道 事 務 所 長 表 彰

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 　 関 　 　 　 次 　 夫

［ 工 事 名 ］ 那 珂 川 工 業 用 水 道 事 業 配 水 管 布 設 （ 改 築 ） 工 事 （ そ の 2 ）

イ ズ ム グ ル ー プ

代 表 取 締 役  中 川 原 　 　 　 勇

〒 3 0 4 － 0 8 1 4 　 茨 城 県 下 妻 市 宗 道  8 6 － 3

T E L 0 2 9 6 － 4 3 － 1 3 7 7 　 F A X 0 2 9 6 － 4 3 － 2 5 7 9

［ 工 事 名 ］

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 　 広 　 瀬 　 　 　 登

■ 県 西 水 道 事 務 所 長 表 彰

県 南 西 広 域 水 道 用 水 供 給 事 業 送 水 管 布 設 工 事 （ そ の 1 ）

日 時 ： 令 和 8 年 8 月 2 6 日 （ 水 ）

場 所 ： 県 庁 1 1 階 　 共 用 会 議 室 1 1 0 5

茨 城 県 企 業 局 長 ・ 水 道 事 務 所 長 受 賞

高 度 な 技 術 力 を 発 揮

　 他 の 模 範 と な る 取 組 評 価

　
県 企 業 局 は ８ 月

2 6日 、 ２ ０ ２ ６ 年 度 主

任 （ 監 理 ） 技 術 者 表 彰 式 を 県 庁 舎

1 1階 で

挙 行 し た 。 林 利 家 局 長 や 各 水 道 事 務 所 の所 長 が 優 秀 な 成 績 で 工 事 を 完 成 し た 計 ７人 の 受 賞 者 に 表 彰 状 を 手 渡 し た 。
優 良 施 工 、  優 秀 技 術 者 輝 く

さ ら な る 活 躍 に 大 き な 期 待

㈱ 鶴 田 組

関 　 次 夫 氏

㈱ 大 貫 工 務 店

坪 来 　 新 一 氏

常 総 開 発 工 業 ㈱

菅 野 　 和 史 氏

石 塚 産 業 ㈱

広 瀬 　 登 氏

三 光 建 設 ㈱

阪 口 　 真 紀 氏

▲ 阪 口 氏 が 謝 辞 を 献 じ た

　
冒 頭 、 林 局 長 は 「 受 賞 者 の 皆 さ ま は 高 い 技 術

力 と 豊 富 な 経 験 を 生 か し 、 他 の 模 範 と な る 優 秀な 成 績 を 収 め ら れ た 。 本 日 の 表 彰 式 を 機 に 、 ます ま す ご 活 躍 さ れ 、 後 進 の 指 導 ・ 育 成 に も 積 極的 に 取 り 組 ん で い た だ き た い 」 と た た え 、  「 今後 、 施 設 の 強 靭 化 対 策 や 水 道 事 業 の 広 域 化 に 伴う 事 業 量 の 増 加 が 見 込 ま れ る こ と か ら 、 企 業 局発 注 工 事 の 品 質 が 十 分 に 確 保 さ れ 、 事 業 が 円 滑に 推 進 で き る よ う 、 引 き 続 き ご 協 力 い た だ き たい 」 と 期 待 を 寄 せ た 。　
受 賞 者 代 表 謝 辞 で は 、 企 業 局 長 表 彰 を 受 賞 し

た 三 光 建 設 ㈱ の 阪 口 真 紀 氏 が 、  「 私 た ち 建 設 技術 者 に は 、 安 全 に 工 事 を 進 め 、 品 質 の 高 い も のを つ く り 、 地 域 の 暮 ら し を 支 え て い く と い う 責任 が あ る 。 こ の 受 賞 を 励 み と し て 、 今 後 も 技 術の 向 上 に 努 め 、 よ り 良 い 施 工 を 追 求 し 、 公 共 事業 の 担 い 手 と し て 地 域 社 会 の 発 展 に 貢 献 で き るよ う 、 よ り 一 層 努 力 し て ま い る 」 と 決 意 を 述 べた 。


